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令和5年7月に開催された公益社団法人全国ビル

メンテナンス協会（以下、全国協会）の2023

年定時総会において、当協会会長である佐々木浩二

が全国協会の会長に就任した。

　佐々木全国協会会長からは「今後も公益法人とし

て社会に貢献する使命を果たすべく、様々な事業を

推進して参るとともにビルメンテナンス業界の更な

る発展に向けて全力を尽くす所存でございます」と

挨拶があった。

　佐々木会長は今後、当協会と全国協会の会長を

兼務する。

令和5年5月に新型コロナウイルス感染症

が5類感染症に位置づけられた。これに

伴い、これまでの1200日に及ぶコロナ禍も転

換点を迎えたということで、コロナ対策への

協力のお礼として、小池百合子東京都知事よ

り協会宛てにお礼状が贈呈された。

佐々木会長が全国協会会長に就任

新型コロナウイルス対応に
東京都知事からお礼状

Topics



4危ないと気付く事こそ事故防ぐ　徹底しよう安全対策
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　東京労働局は、令和5年10月1日より東京都の最低賃金を41円引上げ、1,113円に改正した。
　各企業は改正後の最低賃金を厳守していただくとともに、東京労働局では業務改善助成金
の制度等も提供されているため、併せて活用を検討いただきたい。
　なお、最低賃金改正に関するお問い合わせは以下の窓口になる。

東京都最低賃金：　時間額   1,113円
　　　　　　（東京都内で働く、すべての労働者に適用される。）

改  　正　  日 ：　令和５年10月１日
お 問 合 せ 先  ：　東京労働局労働基準部賃金課　
　　　　　　　  TEL： 03-3512-1614

日　程 ：　令和5年11月17日（金） 14時から16時30分
会　場 ：　ビルメンテナンス会館３F
講演者  ：　 株式会社アイデム

　当協会が運営するビルメンテナンス業に特化した求人サイト「東京ビルメンお仕事さがし」
の効果的な運用方法や最新の求職者市場の動向、採用に結び付けるためのコツ等をテーマとし
た採用支援セミナーを11月17日に開催する。
　慢性化する業界の人手不足に対する一助として、各社の採用担当者や人事担当者には是非受
講いただきたい。

東京労働局の業務改善助成金についてはこちら
https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo-roudoukyoku/news_topics/
houdou/20220901chinginka_0002_00002.html

東京都の最低賃金が
1,113円に上がります

「ビルメンテナンス企業への
   採用支援セミナー」の開催

本セミナーの詳細や申込みは「東京マナビル」をご利用ください。
https://www.tokyo-bm.or.jp/manabuil.html



5 慣れた作業も油断せず　基本厳守で災害ゼロ

contents

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員511社╱賛助会員69社
 （令和5年9月30日現在）

10
2023  October

Vol. 607

ロープ高所作業
管理者教育セミナーから

特　集

Clip Board

Topics
佐々木会長が全国協会会長に就任
新型コロナウイルス対応に東京都知事からお礼状

  東京都の最低賃金が1,113円に上がります
「ビルメンテナンス企業への採用支援セミナー」の開催

6

23
26
28
29
30
31

Series & Regular
連載　社会の主な出来事
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連載　おすすめ製品コーナー
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理事会報告（第131 回）

ビルメンテナンスフェア実行委員会委員を承認 18

24
読者投稿「東京都選定歴史的建造物を訪れて　
　　　　　  七十二 中央区十思スクエア（旧中央区立十思小学校）」
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４

Cover Story テーマ ： 東京都の重要文化財

築地本願寺
築地本願寺の建物は、インド等アジアの古代仏教建築を模した
外観や本堂入り口のステンドグラス、数多くの動物の彫刻など
が特徴で、オリエンタルな雰囲気は、まさにシルクロードを
伝わる仏教伝来のルーツを感じさせる。内観は、伝統的な真宗
寺院の造りとなっている。 平成 26 年 （2014 年）に本堂及び
大谷石の石塀と三門門柱が国の重要文化財に指定された。
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ロ
ー
プ
高
所
作
業

管
理
者
教
育

セ
ミ
ナ
ー
か
ら

講演者

（
公
社
）
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
（
一
社
）

東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
で
は
、
６
月
を

「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
安
全
強
化
月
間
」
と
定
め
、
労
働

災
害
防
止
に
向
け
て
「
ロ
ー
プ
高
所
作
業
管
理
者
教
育

セ
ミ
ナ
ー
」
を
６
月
９
日
に
実
施
し
た
。

　
ご
一
読
い
た
だ
き
、
墜
落
災
害
撲
滅
に
向
け
て
の

取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

ロ
ー
プ
高
所
作
業

管
理
者
教
育

セ
ミ
ナ
ー
か
ら

労
働
安
全
衛
生
セ
ミ
ナ
ー

労
働
安
全
衛
生
セ
ミ
ナ
ー

（一社）東京ガラス外装クリーニング協会　

　　　　百合野　 毅　氏

（一社）東京ガラス外装クリーニング協会　

　　　　千田 健一郎　氏



7 危険箇所　注意箇所の共用で　皆で築こうゼロ災害

特　集 ロープ高所作業管理者教育セミナーから

は
じ
め
に

　

ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
お
け
る
発
注
者
、
管
理
者
側
か

ら
見
て
安
全
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
ガ
ラ
ス
清

掃
、
ブ
ラ
ン
コ
作
業
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
れ
ば
事
故
は
起
き
な
い
の
か
、
防
げ
る
の
か

に
重
点
を
置
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
日
、
ビ
ル
の
屋
上
か
ら
男
性
清
掃
作
業
員
が
転
落

し
、
死
亡
し
た
墜
落
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
何
故
事
故

は
起
き
た
の
か
、
要
因
は
色
々
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
本

当
に
大
事
な
こ
と
は
、
な
ぜ
作
業
員
が
墜
落
す
る
よ
う

な
行
動
を
と
っ
た
の
か
で
す
。
大
半
は
、
作
業
時
間
の

短
縮
や
煩
わ
し
い
と
い
う
理
由
で
、
安
全
対
策
を
怠
っ

た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
経
験
を
積
ん
で
い
る
作
業
員

ほ
ど
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

発
注
者
、
管
理
者

側
か
ら
何
か
出
来
る

こ
と
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
点
を

改
め
て
考
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は

何
故
必
要
な
の
か
？

　

重
篤
な
労
働
災
害
が
起
き
る
と
、
管
理
者
は
時
に
重

い
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
管
理
者
と
は
、
「
事
業
者
の
た
め
に
行
為
を
す
る

者
」
を
指
し
ま
す
。

「
事
業
者
の
た
め
に

行
為
を
す
る
者
」
の
定
義

●�

部
長
や
課
長
等
の
役
職
名
で
の
区
別
に
と
ら

わ
れ
ず
、
管
理
的
役
職
名
が
な
く
て
も
実
質

的
な
権
限
と
責
任
が
あ
る
者

●�
実
際
に
現
場
に
て
作
業
を
行
う
者
で
あ
っ
て

も
、
現
場
全
体
の
安
全
管
理
業
務
を
事
業
主

等
か
ら
委
譲
さ
れ
て
い
る
者

●�

元
請
け
事
業
者
の
担
当
者
等
実
際
に
現
場
作

業
を
行
わ
な
い
者
で
、
現
場
全
体
の
安
全
管

理
業
務
を
事
業
主
等
か
ら
委
譲
さ
れ
て
い
る

者
●
法
人
の
事
業
主
、
個
人
事
業
主
の
代
表
者

管
理
者
の
背
負
う

5
つ
の
責
任

■
刑
事
責
任

「
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
懲

役
刑
、
禁
固
刑
、
罰
金
刑
」

　

関
係
法
令
と
し
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
20
条
～

25
条
、
事
業
者
責
任
。

　

第
31
条
に
注
文
者
責
任
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
造
船
業
と
建
設
業
に
限
ら
れ
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
は
基
本
元
請
の
刑
事
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よし！
安全帯使用
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■
行
政
責
任

「
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
使
用
停
止
命
令(

作
業
停

止
命
令)
、
是
正
勧
告(

行
政
指
導)

」

　
（
例
）
一
定
期
間
の
入
札
の
指
名
停
止
（
官
公
庁
等
）

■
社
会
的
責
任

　

重
篤
な
災
害
を
発
生
さ
せ
た
場
合
、
報
道
に
よ
る
世

論
か
ら
の
批
判
な
ど
。
業
務
の
受
注
数
の
減
少
、
あ
る

い
は
倒
産
に
至
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
民
事
責
任

　

不
法
行
為
や
債
務
不
履
行
に
よ
っ
て
管
理
者
の
安
全

配
慮
義
務
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
が
行
わ
れ
ま
す
。

主
た
る
目
的
は
経
済
的
な
填て
ん

補ぽ

と
い
う
こ
と
で
す
。
被

災
労
働
者
ま
た
は
遺
族
か
ら
労
働
災
害
で
被
っ
た
被
害

に
つ
い
て
の
賠
償
責
任
に
は
労
災
が
あ
り
ま
す
が
、
入

通
院
慰
謝
料
、
後
遺
障
害
慰
謝
料
、
死
亡
慰
謝
料
に
関

し
て
は
、
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③ 

安
全
対
策
の
た
め
の
費
用
を
計
上
で
き
る

　

 

発
注
金
額
を
確
保

　

あ
ま
り
安
い
金
額
だ
と
安
全
対
策
も
施
せ
ま
せ
ん
。

安
全
に
も
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

④ 

法
令
遵
守

　

ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
関
す
る
法
令
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
か
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

管
理
者
が

事
前
に
確
認
す
る
事
項

●
作
業
者
が
特
別
教
育
を
受
講
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
。
修
了
証
を
確
認
し
ま
す
。

●
事
業
者
が
調
査
記
録
表
（
４
項
目
）
と
作
業
計
画
書

（
９
項
目
）
を
作
成
し
て
い
る
か
確
認
を
す
る
。
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
作
成
し
て
い
な
け

れ
ば
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
事
業
者
が
調
査
記
録
表
（
４
項
目
）
と
作
業
計
画
書

（
９
項
目
）
通
り
に
作
業
を
行
っ
て
い
る
か
確
認
し

ま
す
。
人
手
不
足
、
天
候
の
問
題
、
時
間
の
制
限
な

ど
で
計
画
通
り
に
作
業
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
補
償
責
任

　

労
働
者
が
災
害
を
被
っ
た
場
合
、
被
災
労
働
者
や
そ

の
家
族
が
生
活
に
困
ら
な
い
よ
う
に
保
護
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
労
働
基
準
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
に
よ
っ
て
使
用
者
の
無
過
失
責
任
と
し
て
、
業
務
の

遂
行
に
内
存
す
る
危
険
性
が
現
実
化
し
て
、
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
労
働
者
の
治
療
と
生
活
補
償
を
目

的
と
す
る
補
償
を
使
用
者
に
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
管
理
者
も
労
働
災
害
防
止
の
た

め
、
ロ
ー
プ
高
所
作
業
の
管
理
体
制
や
、
作
業
基
準
と

調
査
及
び
記
録
、
さ
ら
に
作
業
計
画
等
の
知
識
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

管
理
者
の
心
得

① 

作
業
の
進
捗
状
況
を
把
握

　

現
場
に
出
ら
れ
な
い
方
で
も
、
自
分
の
現
場
が
ど
う

い
う
状
態
な
の
か
、
進
捗
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

② 

現
場
の
安
全
管
理

　

作
業
や
用
具
に
関
す
る
知
識
の
向
上
。
業
者
任
せ
で

は
な
く
、
管
理
者
の
方
も
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
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特　集 ロープ高所作業管理者教育セミナーから

1

作
業
箇
所
及
び
そ
の
下
方
の
状
況

　
　

　

建
物
の
ど
こ
を
作
業
す
る
の
か
を
示
し
ま
す
。
調
査

記
録
表
で
は
、
図
面
と
写
真
両
方
貼
っ
て
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
ど
ち
ら
で
も
構
わ
な
い
で
す
。
実
際
に
作
業
範

囲
が
分
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

2

メ
イ
ン
ロ
ー
プ
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
緊
結
す

る
た
め
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
物
の
位
置
及

び
状
態
並
び
に
そ
れ
ら
の
周
囲
の
状
況

　

調
査
記
録
表
で
は
、
建
物
に
丸
環
、
ア
イ
プ
レ
ー
ト
、

ア
ン
グ
ル
、
Ｈ
鋼
と
い
う
支
持
物
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

建
物
の
外
周
の
青
い
点
が
丸
環
を
示
し
、
丸
環
に
赤
丸

が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
丸
環
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

丸
環
が
使
え
な
い
場
合
は
、
ア
ン
テ
ナ
の
土
台
を
使
っ

て
作
業
し
ま
す
。

３

作
業
箇
所
及
び
前
号
の

支
持
物
に
通
ず
る
通
路
の
状
況

　

作
業
ロ
ー
プ
を
結
ぶ
た
め
に
歩
く
場
所
の
状
況
を
記

載
し
ま
す
。
屋
上
作
業
を
す
る
に
当
た
っ
て
危
険
な
箇

所
は
明
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
調
査
記
録
表
で
は
、

丸
環
が
あ
る
パ
ラ
ペ
ッ
ト
と
配
管
の
場
所
が
近
く
、
狭

い
と
こ
ろ
を
歩
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
墜
落
す

る
危
険
が
あ
り
、
墜
落
の
防
止
対
策
と
し
て
、
丸
環
に

親
綱
を
張
り
、
親
綱
と
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
と
フ
ッ
ク
を
連

結
さ
せ
て
、
墜
落
し
な
い
よ
う
な
状
況
を
つ
く
り
ま
す
。

4

切
断
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の

有
無
並
び
に
そ
の
位
置
及
び
状
態

　

外
周
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
場
合
は
、
全
て
鋭
利
な
も
の

と
認
識
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た
め
、
ロ
ー
プ
切
断
防

止
対
策
と
し
て
、
角
置
き
型
の
養
生
・
巻
き
付
け
型
の

養
生
を
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

作
業
計
画

　

調
査
記
録
を
踏
ま
え
、
①
～
⑨
の
項
目
が
示
さ
れ
た

作
業
計
画
を
つ
く
り
、
関
係
労
働
者
に
周
知
さ
せ
、
作

業
計
画
に
従
っ
て
作
業
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

1

作
業
の
方
法
及
び
順
序

　

建
物
の
玄
関
、
歩
行
者
誘
導
を
勘
案
し
た
作
業
面
の

順
序
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

2

作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
人
数

　

地
上
監
視
員
や
労
働
者
の
経
験
や
知
識
を
考
慮
し
た

人
員
配
置
な
ど
、
建
物
に
対
し
て
何
人
の
作
業
員
が
必

要
か
と
い
う
こ
と
を
作
業
計
画
に
盛
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

調
査
及
び
記
録

　

ロ
ー
プ
高
所
作
業
を
行
う
時
は
、
墜
落
ま
た
は
物
体

の
落
下
に
よ
る
労
働
者
の
危
険
防
止
の
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
作
業
を
行
う
場
所
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
記
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
作
業
を
請
け
負

う
事
業
者
が
作
業
前
に
つ
く
る
も
の
で
す
が
、
発
注

者
・
管
理
者
と
の
連
絡
調
整
な
ど
の
協
力
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
次
ペ
ー
ジ
の
調
査
記
録
調
票
例
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　

次
の
４
項
目
の
調
査
記
録
が
必
要
で
す
。

百合野　 毅　氏
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3

メ
イ
ン
ロ
ー
プ
及
び

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
緊
結
す
る
た
め
の

そ
れ
ぞ
れ
の
支
持
物
の
位
置

　

調
査
記
録
表
に
は
、
支
持
物
の
種
類
に
丸
環
と
ア
ン

テ
ナ
土
台
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
丸

環
と
ア
ン
テ
ナ
の
土
台
以
外
の
支
持
物
を
使
っ
て
は
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ロ
ー
プ
を
手
す
り

や
ク
ラ
ン
プ
に
結
ん
で
い
れ
ば
、
こ
の
記
録
以
外
の
こ

と
を
や
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

4

使
用
す
る
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
等
の

種
類
及
び
強
度

　

使
用
す
る
ロ
ー
プ
は
適
切
な
強
度
が
あ
る
も
の
か
記

載
し
ま
す
。

5

使
用
す
る
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
及
び

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
長
さ

　

ロ
ー
プ
の
長
さ
は
、
建
物
の
高
さ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
距

離
と
結
び
目
、
地
上
ま
で
の
余
端
が
１
・
５
ｍ
と
な
り
、

最
低
で
も
40
ｍ
の
ロ
ー
プ
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
お
お
よ
そ
建
物
の
１
・
５
倍
の
長
さ
が
必
要
に
な

る
と
認
識
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
と

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、
ど
ち
ら
も
長
さ
が
足
り
て
い
る
か
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

6

切
断
の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
及
び

切
断
防
止
措
置

　

調
査
記
録
に
は
、
ロ
ー
プ
切
断
防
止
対
策
と
し
て
、

角
置
き
型
の
養
生
・
巻
き
付
け
型
の
養
生
を
使
用
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
切
断
防
止
措
置
が
行
わ

れ
て
い
な
け
れ
ば
、
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

7

メ
イ
ン
ロ
ー
プ
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

支
持
物
に
緊
結
す
る
作
業
に
従
事
す
る

労
働
者
の
墜
落
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る

た
め
の
措
置

調査記録表
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特　集 ロープ高所作業管理者教育セミナーから特　集

　

調
査
記
録
に
は
、
「
作
業
を
行
う
場
所
、
作
業
動
線

が
墜
落
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
所
に
は
親
綱
を
張
っ
て
、

墜
落
制
止
用
器
具
と
安
全
フ
ッ
ク
を
使
用
し
て
墜
落
防

止
措
置
を
施
す
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

だ
け
装
着
し
て
い
る
場
合
は
、
親
綱
と
連
結
さ
せ
る
よ

う
指
導
し
ま
す
。

8

物
体
の
落
下
に
よ
る
危
険
を

防
止
す
る
た
め
の
措
置

　

作
業
下
の
通
行
し
て
い
る
人
に
落
下
物
が
当
た
ら
な

い
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
を
掃
除
す
る
道
具(

シ
ャ
ン
プ
ー
、

ス
ク
イ
ジ
ー)

に
は
カ
ー
ル
コ
ー
ド
を
取
り
付
け
ま
す
。

ま
た
、
立
入
禁
止
区
域
を
設
置
し
、
地
上
監
視
員
を
配

備
し
ま
す
。

9

労
働
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

応
急
措
置

　

災
害
が
発
生
し
た
時
の
対
応
、
連
絡
な
ど
の
順
序
を

記
載
し
ま
す
。

ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
お
け
る

パ
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト

　

管
理
者
は
、
現
場
で
作
業
す
る
人
々
の
安
全
が
確
保

で
き
て
い
る
か
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
危
険
が
確
認
さ

れ
た
場
合
は
、
そ
の
是
正
を
そ
の
場
で
指
示
し
ま
す
。

作業計画書
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パ
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト

①
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
設
置
」

　

荷
重
の
か
か
っ
て
い
な
い
ロ
ー
プ
が
１
本
設
置
さ
れ

て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

②
「
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
の
強
度
等
」

　

ロ
ー
プ
だ
け
で
な
く
、
資
機
材
が
法
令
に
の
っ
と
っ

た
強
度
、
基
準
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

③
「
調
査
及
び
記
録
、
作
業
計
画
」

　

作
業
に
入
る
前
に
策
定
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
者
も
確
認
し
ま
す
。

④
「
作
業
指
揮
者
」

　

ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
は
作
業
指
揮
者
を
選
任
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
作
業
員
の
監
視
役
と
な
り
ま
す
が
、

作
業
を
す
る
人
が
作
業
指
揮
者
も
兼
任
し
て
い
る
の
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。

具
体
例

　

写
真
1
は
、
ロ
ー
プ
の
末
端
が
宙
に
浮
い
て
い
る
の

が
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
の
作
業
員
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
必
ず
下
ま
で
接
地
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
右
の
ロ
ー
プ
と
左
の
ロ
ー
プ
が
同

じ
色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
屋
上
で
１
本
の
ロ

ー
プ
を
折
り
返
し
て
使
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

写
真
2
は
、
海
外
の
も
の
で
す
が
、
ま
ず
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
の
注
意
点
が
、

ラ
ッ
ク
と
い
う
下
降
器
具
に
な
り
ま
す
。２
本
ロ
ー
プ

が
垂
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
２
本
と
も
こ
の
ラ
ッ
ク
を

通
っ
て
い
ま
す
の
で
、
２
本
共
に
荷
重
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
を「
ツ
イ
ン
ロ
ー
プ
方
式
」と
言
い
ま
す
。

ツ
イ
ン
ロ
ー
プ
方
式
は
、
一
昔
前
は
問
題
が
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
平
成
28
年
の
法
改
正
で
、
も
う
一
本
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。　

　

用
具
に
関
す
る
知
識
も
管
理
者
と
し
て
覚
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ス
リ
ン
グ
は
繊
維
で
で
き
て
い
て
、

強
度
も
し
っ
か
り
あ
り
ま
す
。
Ｈ
鋼
な
ど
の
吊
元
に
直

接
巻
い
て
使
っ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

　

写
真
3
は
、
つ
な
ぎ
目
が
ち
ょ
う
ど
Ｈ
鋼
の
角
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
折
り
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
セ
ッ
ト
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

写真 1

写真 2

宙に浮いている

ヘルメットなし

ラック

写真 3
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特　集 ロープ高所作業管理者教育セミナーから

ロ
ー
プ
高
所
作
業
に

お
け
る

墜
落
死
亡
災
害
の
原
因

1

墜
落
制
止
用
器
具
を
着
用
し
て
い
な
い

　

ロ
ー
プ
作
業
は
、
墜
落
制
止
用
器
具
、
い
わ
ゆ
る
フ

ル
ボ
デ
ィ
ハ
ー
ネ
ス
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ロ
ー
プ
高
所
作
業
で
な
く
て
も
、
高
さ
が
６
・

75
ｍ
以
上
の
高
さ
で
囲
い
と
手
す
り
が
な
い
環
境
に
お

い
て
作
業
す
る
場
合
は
、
着
用
が
義
務
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
知
識
や
技
術
な
ど
関
係
な
し
に
、
そ
の

作
業
を
し
て
い
る
方
を
見
れ
ば
、
着
用
し
て
い
る
か
ど

う
か
が
分
か
る
は
ず
な
の
で
、
注
意
で
き
る
点
で
す
。

2

ラ
ン
ヤ
ー
ド
を
親
綱
や
強
固
な

支
持
物
に
取
り
付
け
て
い
な
い

　

ロ
ー
プ
を
移
し
替
え
た
り
す
る
と
き
に
、
配
管
な
ど

に
つ
ま
ず
い
て
落
ち
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
危

な
い
箇
所
は
ラ
ン
ヤ
ー
ド
や
命
綱
を
支
柱
物
に
取
り
付

け
て
作
業
し
ま
す
。
あ
る
い
は
、
親
綱
を
張
り
ま
す
。

こ
れ
も
見
れ
ば
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。

3

ロ
ー
プ
の
結
び
が
ほ
ど
け
て
し
ま
う

　

ロ
ー
プ
セ
ッ
ト
に
必
要
な
結
び
は
、
主
に
以
下
の
４

つ
に
な
り
ま
す
。
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
、
４
つ
以
外

の
結
び
を
し
て
い
る
方
を
見
か
け
た
ら
、
ど
う
い
う
結

び
か
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
や
い
結
び(

ボ
ー
ラ
イ
ン
・
ノ
ッ
ト)

　

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
三
つ
撚
り
ロ
ー
プ
で
比
較
的
多
い

結
び
で
す
。
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
ロ
ー
プ
に
は
や
や
不
向
き

で
、
特
に
新
品
だ
と
滑
り
や
す
い
で
す
。

８
の
字
結
び
（
ダ
ブ
ル
・
フ
ィ
ギ
ュ
ア
・
エ
イ
ト
・
ノ

ッ
ト
）

　

輪
っ
か
を
つ
く
り
、
カ
ラ
ビ
ナ
を
か
け
て
使
用
し
ま

す
。
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
の
作
業
者
が
使
う
結
び
で
す
。

中
間
者
結
び
（
バ
タ
フ
ラ
イ
ノ
ッ
ト
）

　

ロ
ー
プ
高
所
作
業
で
は
、
荷
重
を
分
散
さ
せ
て
セ
ッ

ト
す
る
と
き
に
使
う
結
び
に
な
り
ま
す
。

巻
き
結
び
（
ク
ロ
ー
ブ
ヒ
ッ
チ
）

　

上
下
ど
っ
ち
か
ら
引
っ
張
っ
て
も
結
び
目
が
動
か
な

い
と
い
う
結
び
で
す
。

4

ロ
ー
プ
が
切
断
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
エ
ッ
ジ
は
鋸
の
歯
と
同
じ
作
用
を

し
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
方
が
切
断
防
止
の
対
策
と
し
て

ロ
ー
プ
に
養
生
を
し
ま
す
。
養
生
は
主
に
屋
上
の
パ
ラ

ペ
ッ
ト
に
よ
く
使
う
ア
ル
ミ
の
養
生
材
の
も
の
と
、
90

度
で
は
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
使
用
す
る
巻
き
養
生
が

り
ま
す
。
大
体
こ
の
２
種
類
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

巻
き
養
生
に
つ
い
て
は
若
干
注
意
す
る
点
が
あ
り
ま

す
。
巻
き
養
生
が
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
、
ク
リ
ッ
プ
な

ど
で
ロ
ー
プ
に
留
め
ま
す
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
メ
イ
ン

ロ
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
養
生
す
る
の
が
一
番
良
い
の
で
す

が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
２
本
の
ロ
ー
プ
に
対
し
て
１
つ

の
巻
き
養
生
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
養
生
材
の
ク
リ
ッ
プ
が
留
め
ら

れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ロ
ー
プ

が
最
初
に
切
れ
る
場
合
は
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
に
な
り
、
巻

き
養
生
も
一
緒
に
落
ち
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
切
断
さ
れ
る
可
能
性
が

で
て
き
ま
す
。

5

吊
元
が
破
損
ま
た
は
外
れ
て
し
ま
う
。

　

吊
元
が
何
kg
ま
で
耐
え
ら
れ
る
か
と
い
う
の
は
、
目

で
見
た
だ
け
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
吊
元
に
か
か
る
荷
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重
が
大
体
ど
の
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
い
る
の
か
、
衝
撃
荷

重
と
静
荷
重
を
考
慮
し
ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
秒
速

２
ｍ
以
内
で
下
降
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と

速
く
降
り
る
と
し
ま
す
。
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
と
き

の
衝
撃
荷
重
は
、
自
分
の
体
重
の
約
２
・
５
倍
ぐ
ら
い

に
な
り
ま
す
が
、
吊
元
が
耐
え
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
を

計
算
し
ま
す
。
制
止
す
る
ま
で
の
時
間
が
長
い
と
衝
撃

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

ロ
ー
プ
高
所
作
業
時
の

災
害
事
例

　

私
た
ち
の
仕
事
は
、
重
篤
な
災
害
に
つ
な
が
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
事
故
を
１
件
で
も

減
ら
す
と
い
う
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
で
行
わ
れ
て
い
る
ロ
ー
プ

高
所
作
業
で
は
、
身
体
を
保
持
す
る
ロ
ー
プ
が
外
れ
る
、

ロ
ー
プ
が
切
れ
る
、
墜
落
制
止
用
器
具
を
外
し
て
い
た

等
に
よ
り
、
ま
た
、
準
備
作
業
中
や
移
動
中
に
墜
落
し

死
亡
す
る
等
の
重
篤
な
災
害
が
平
成
29
年
か
ら
令
和
２

年
の
間
に
６
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
２
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

災
害
事
例
①
（
平
成
31
年
1
月
）

「
被
災
者
50
代
（
男
性
）
は
ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
て
５

階
建
て
の
ビ
ル
の
ガ
ラ
ス
清
掃
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

メ
イ
ン
ロ
ー
プ
が
支
持
物
か
ら
外
れ
、
ま
た
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
ロ
ー
プ
と
と
も
に

地
上
に
墜
落
し
た
も
の
」。
原
因
と
し
て
は
、
「
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
メ
イ
ン
ロ

ー
プ
が
外
れ
な
い
よ
う
に
堅
固
な
支
持
物
に
緊
結
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
」。
調
査
記
録
と
作
業
計
画
が
作
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
作
業
指
揮
者
が
メ
イ
ン
ロ
ー
プ

の
緊
結
状
況
等
を
点
検
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
ま

り
、
調
査
記
録
と
作
業
計
画
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
せ

っ
か
く
作
成
し
た
作
業
計
画
ど
お
り
に
作
業
を
し
て
い

な
か
っ
た
か
ら
起
き
た
事
故
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
設
置
し

て
い
る
か
確
認
す
る
、
作
業
計
画
ど
お
り
に
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
、
調
査
及
び
記
録
、
作
業
計

画
を
策
定
し
た
企
業
が
作
業
を
行
っ
て
い
た
の
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
重
要
で
す
。
管
理
者

が
作
業
計
画
を
見
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
と

書
い
て
あ
り
、
現
場
で
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
気
づ
く

は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
点
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

業
界
全
体
が
人
手
不
足
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

「
調
査
及
び
記
録
、
作
業
計
画
を
策
定
し
た
企
業
が
作

業
を
行
っ
て
い
た
の
か
？
」。
策
定
し
た
企
業
が
Ａ
社

だ
と
し
て
、
Ａ
社
で
人
が
足
り
な
く
て
、
Ｂ
社
、
Ｃ
社

に
仕
事
を
頼
ん
で
い
た
場
合
に
、
Ｂ
社
、
Ｃ
社
が
作
業

計
画
等
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
発
注

者
側
か
ら
す
る
と
分
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
協
力
会

社
に
対
し
て
、
自
社
で
作
業
を
行
う
の
か
、
ま
た
は
再

下
請
を
し
て
い
る
企
業
に
も
同
じ
く
作
業
計
画
等
を
周

知
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
事
故
が
起
き
た
場
合
は
、
実
際
事
故
を

起
こ
し
た
会
社
が
責
任
を
取
る
と
い
う
の
は
当
た
り
前

で
す
が
、
元
請
会
社
が
オ
ー
ナ
ー
や
施
主
か
ら
は
仕
事

を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
名
前
に
ど
う
し
て
も
傷

が
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
安
全
管
理
が
で
き
て
い
る
か
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

災
害
事
例
②
（
平
成
29
年
1
月
）

　
「
被
災
者
（
40
代
男
性
）
は
２
階
建
て
の
建
物
の
屋

上
の
手
す
り
の
外
に
立
ち
、
安
全
帯
（
墜
落
制
止
用
器

千田　健一郎　氏
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具
）
を
使
用
せ
ず
に
、
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
の
緊
結
等
ロ
ー

プ
高
所
作
業
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
体
勢
を

崩
し
て
墜
落
し
た
も
の
」。
要
因
と
し
て
は
、
「
安
全

帯
（
墜
落
制
止
用
器
具
）
を
用
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

調
査
及
び
記
録
、
作
業
計
画
の
策
定
が
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
作
業
指
揮
者
が
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
の
緊
結
状
況
を
点

検
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
」。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
調
査

記
録
を
つ
く
る
た
め
に
事
前
の
現
場
調
査
を
行
っ
て
い

た
と
き
の
事
故
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
作

業
の
た
め
に
こ
の
建
物
に
行
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
場
調
査
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
現
調

時
に
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
を
つ
け
ず
に
、
の
ぞ
き
込
ん
で
し

ま
っ
た
際
に
起
き
た
事
故
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
故
は
、
も
し
か
す
る
と
現
場
に
管
理
者
も
一

緒
に
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
調
査
及
び
作
成
時
に
も

保
護
具
を
ち
ゃ
ん
と
着
用
す
る
こ
と
。
屋
上
に
出
て
危

険
な
場
所
に
行
く
場
合
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
フ
ル
ハ
ー

ネ
ス
を
装
着
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
ち
ら
の
事
故
で
当
日
気
づ
け
る
点
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
調
査
及
び
記
録
の
と
き
に
保
護
具
を
着
用
す
る
。

管
理
者
と
し
て
現
場
へ
行
く
と
き
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
ち

ゃ
ん
と
持
参
し
、
作
業
や
現
場
を
見
る
人
に
も
保
護
具

を
着
用
さ
せ
る
こ
と
も
指
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
と
め

　

管
理
者
に
は
事
業
者
（
施
工
会
社
）
か
ら
提
出
さ
れ

た
調
査
記
録
表
と
作
業
計
画
書
が
正
し
い
か
ど
う
か
の

判
断
を
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

正
し
い
の
か
誤
っ
て
い
る
の
か
の
判
断
が
出
来
な
い
場

合
に
は
専
門
の
第
三
者
（
協
力
会
社
、
東
京
ガ
ラ
ス
外

装
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
協
会
等
）
に
、
正
し
く
作
成
さ
れ
、

正
し
く
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
確
認
を
依
頼
す
る

こ
と
も
手
段
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
作
業
計
画
書
通
り
に
作
業
行
っ
て
い
る
か
を

確
認
す
る
人
員
（
管
理
者
、
責
任
者
等
）
を
配
置
し
、

２
人
で
安
全
確
認
を
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
が
あ

れ
ば
防
げ
た
事
故
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。

　

だ
れ
も
が
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
起
こ
さ
な
い
よ

う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
毎
年
の
よ
う
に
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
行
え
ば
事

故
が
必
ず
無
く
な
る
と
言
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

定
出
来
な
い
危
険
要
素
を
一
つ
ず
つ
消
去
し
て
い
く
し

か
、
事
故
を
減
ら
す
事
が
出
来
な
い
と
考
え
ま
す
。
安

全
に
は
、
人
も
時
間
も
費
用
も
か
か
り
ま
す
。

　

墜
落
防
止
措
置
状
況
の
確
認
を
多
重
化
（
複
数
の
目 

で
確
認
）
し
、
墜
落
の
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が

事
故
の
減
少
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。
発
注
者
、 

受
注

者 

、 

管
理
者 

、 

労
働
者 

、
関
係
者
全
員
で
必
要
な
協

力
、
連
絡
調
整
を
行
い
、
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
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第131回

理 事 会 報 告
ビルメンテナンスフェア実行委員会委員を承認
■日時　令和５年９月５日（火）午後２時57分～午後３時48分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館４階会議室
■理事・監事数　　理事19名、監事3名
■出席者　　　　　理事18名、監事3名

■審議事項
　第１号議案　入会の承認について
　　　その１　正 会 員　裕信株式会社
　　　その２　賛助会員　有限会社サクマテクノ
　　　その３　賛助会員　Paintnote株式会社
　第２号議案　ビルメンテナンスフェア実行委員会委員の選任について
■その他
（追加議案）
　第３号議案　労務管理委員会委員長の選任について

１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

コ
ロ
ナ
が
な
か
な
か
下
火
に
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
線
も
な
か
な
か
先
が
見
え
て

こ
な
い
。
来
月
に
は
東
京
協
会
の
海
外
研
修
も
あ
る
が
、

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て
ま

い
り
た
い
。

　

７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
協
会
総
会
で
新
理
事

が
選
任
さ
れ
、
そ
の
新
理
事
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、

全
国
協
会
会
長
と
し
て
一
戸
会
長
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け

た
。
本
当
に
重
大
な
責
務
だ
と
思
っ
て
い
る
。
一
戸
前

会
長
に
は
今
後
と
も
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ご
支
援
い
た
だ

き
た
い
。ま
た
、皆
様
に
も
全
国
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

本
日
の
議
案
は
、
入
会
の
承
認
に
つ
い
て
と
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
で
あ
る
。
よ
ろ
し
く
ご
審
議
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
島
田
理
事
か
ら
急
遽
理
事
を
退
任
し
た
い
と

の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
何
と
か
継
続
を
と
お
願
い
し

た
が
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
上

げ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
く
、
退
任
届
を
受
理
し
た
。

こ
の
後
に
島
田
理
事
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
く
た
め
、

今
こ
こ
の
席
に
着
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

〇　
島
田
氏
挨
拶

　

佐
々
木
会
長
の
お
話
の
と
お
り
、
9
月
１
日
付
で
理

事
を
辞
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
長
い
間
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
6
月
か
ら
4
期
目
に
入
っ
た
が
、
途
中
で
退
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
８
月
31
日
付
で
会
社

の
代
表
取
締
役
を
辞
任
し
、
９
月
１
日
か
ら
は
取
締
役

相
談
役
と
な
っ
た
。
佐
々
木
会
長
か
ら
は
、
理
事
を
も

う
少
し
や
れ
な
い
か
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
た
が
、

会
社
も
体
調
不
良
で
辞
任
し
た
た
め
、
無
理
に
お
願
い

し
た
。

　

協
会
に
は
長
い
間
お
世
話
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
だ
会
員
の
会
社
で
取
締
役
を

し
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
協
会
に
恩
返
し
し
た
い
。

ま
た
、
理
事
の
皆
さ
ん
に
は
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
る

と
思
う
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
総
務
委
員
長

そ
の
１　
正 

会 

員　
裕
信
株
式
会
社

そ
の
２　
賛
助
会
員　
有
限
会
社
サ
ク
マ
テ
ク
ノ

そ
の
３　
賛
助
会
員　
Ｐ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
株
式
会
社

　

標
記
３
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
１
、
正
会
員
、
裕
信
株
式
会
社
は
平
成
23
年

に
設
立
さ
れ
、
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
を
中
心
に
ホ

テ
ル
の
客
室
清
掃
の
ほ
か
、
外
国
人
材
の
紹
介
や
派

遣
を
行
っ
て
い
る
。
全
国
協
会
が
実
施
す
る
外
国
人

向
け
の
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
随
時
検
定
で
は
、
同

社
の
社
員
が
多
数
受
検
し
て
い
る
。
今
後
、
ホ
テ
ル

の
客
室
清
掃
の
実
績
を
生
か
し
、
ホ
テ
ル
内
の
パ
ブ
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リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
の
清
掃
や
複
合
用
途
施
設
の
清
掃

業
務
へ
の
拡
大
の
ほ
か
、同
業
他
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会

社
は
、
株
式
会
社
泰
成
産
業
で
あ
る
。

　

そ
の
２
、賛
助
会
員
、有
限
会
社
サ
ク
マ
テ
ク
ノ
は
、

昭
和
57
年
に
前
身
で
あ
る
佐
久
間
設
備
を
設
立
し
、

平
成
17
年
に
法
人
化
し
た
会
社
で
、
空
調
設
備
を
中

心
に
工
事
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
主
に

メ
ー
カ
ー
の
委
託
を
受
け
て
修
理
等
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
は
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
と
直
接
契
約

す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
ウ
ィ
ン
ウ
ィ
ン
に
な
る
関

係
構
築
を
目
的
に
入
会
を
希
望
し
て
い
る
。
推
薦
会

社
は
、
株
式
会
社
エ
ム
エ
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

で
あ
る
。

　

そ
の
３
、
賛
助
会
員
、
Ｐ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
株

式
会
社
は
、
令
和
元
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
で
あ
る
。
今
年
４
月
に
現
場
従
事
者
等

の
シ
フ
ト
管
理
な
ど
が
で
き
る
ソ
フ
ト
「
お
た
ス
ケ
」

の
販
売
を
開
始
し
、
販
路
拡
大
を
目
的
に
入
会
を
希

望
し
て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
株
式
会
社
ジ
ャ
レ
ッ

ク
で
あ
る
。

第
２
号
議
案　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
木
村
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

６
月
の
理
事
会
で
設
置
を
決
定
し
た
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
に
つ
い
て
、
６
名
の
委

員
の
選
任
を
提
案
す
る
。
委
員
は
、
フ
ェ
ア
で
出
展

の
中
心
と
な
る
賛
助
会
員
に
対
し
て
募
集
を
行
い
、

６
名
の
方
を
候
補
者
と
し
た
。
委
嘱
期
間
は
、
９
月

か
ら
、
委
員
会
の
設
置
期
間
で
あ
る
令
和
６
年
12
月

末
ま
で
で
あ
る
。

3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
２
０
２
３
年
定
時
総
会
等
に
係
る
報
告

　

全
国
協
会
定
時
総
会
が
７
月
27
日
に
東
京
浅
草

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
２
０
２
２
年
度
の
事

業
報
告
、
決
算
、
理
事
の
選
任
及
び
監
事
の
選
任
の

４
議
案
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
い

た
だ
い
た
。
来
年
の
定
時
総
会
は
、
２
０
２
４
年
７

月
24
日
、
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る
。

　

２
０
２
３
年
か
ら
２
０
２
５
年
の
体
制
だ
が
、
定

時
総
会
後
の
臨
時
理
事
会
で
会
長
、
副
会
長
が
決
ま

り
、
８
月
22
日
の
理
事
会
で
新
体
制
で
の
活
動
が
始

動
し
た
。

　

執
行
部
は
、
会
長
に
当
協
会
の
佐
々
木
会
長
、
一

戸
前
会
長
は
業
務
執
行
理
事
・
直
前
会
長
に
就
任
。

ま
た
、
谷
理
事
が
監
事
に
就
任
し
た
。

　

東
京
地
区
本
部
長
は
引
き
続
き
野
口
が
、
副
地
区

本
部
長
に
は
榎
本
理
事
が
就
任
し
た
。訓
練
セ
ン
タ
ー

の
評
議
員
は
引
き
続
き
梶
山
副
会
長
に
お
願
い
し
て

い
る
。

イ　
第
54
回
実
態
調
査
等
の
実
施

　

毎
年
実
施
し
て
い
る
実
態
調
査
だ
が
、
９
月
下
旬

に
会
員
あ
て
に
調
査
票
を
送
付
す
る
。
前
回
の
調
査

の
回
答
率
は
全
国
平
均
で
36.

３
％
だ
が
、
業
界
が

抱
え
る
課
題
を
国
や
都
な
ど
関
係
各
所
に
働
き
か
け

る
に
は
、
根
拠
資
料
と
し
て
説
得
力
の
あ
る
精
度
の

高
い
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
の
回
答
も
可
能
な
の
で
、
役
員
に
は
調
査
票
へ
の

回
答
の
ほ
か
、
周
り
の
会
員
企
業
に
も
回
答
へ
の
協

力
に
つ
い
て
声
か
け
を
お
願
い
す
る
。

　

ま
た
、
実
態
調
査
と
は
別
に
、
９
月
11
日
に
「
人

材
育
成
施
策
に
向
け
た
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

送
付
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
会
員
企
業
の
人
材

育
成
へ
の
取
組
み
、
今
後
に
向
け
た
考
え
、
研
修
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
意
向
を
選
択
方
式
で
聞
く
。
全
国
協

会
で
行
う
人
材
育
成
施
策
検
討
に
お
い
て
、
会
員
の

課
題
や
意
向
に
沿
っ
た
支
援
を
実
現
す
る
た
め
の
調

査
な
の
で
、
協
力
を
お
願
い
す
る
。

ウ　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

　
　
E
X
P
O
2
0
2
3
の
開
催

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ

ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い
て
だ
が
、
会
期
は

11
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
、
時
間
は
10
時
か
ら

17
時
、
会
場
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
東
展
示
棟
で
あ

る
。

　

今
年
は
、
２
年
に
一
度
の
全
国
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
技
能
競
技
会
が
会
場
内
で
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
他
、

展
示
会
や
講
演
な
ど
多
数
予
定
し
て
い
る
。
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⑵　
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
野
口
委
員
長

（
ア
）
第
57
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
実
施
報
告

　

毎
年
、
会
員
各
社
か
ら
優
良
従
業
員
の
推
薦
を
受

け
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
表
彰
式
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
年
は
６
月
19
日
に
実
施
。
被
表
彰
者
は

１
９
１
社
７
８
０
名
で
あ
り
、
前
年
よ
り
28
名
増
加

し
た
。
物
価
高
騰
を
受
け
、
外
部
発
注
費
や
通
信
運

搬
費
な
ど
が
上
昇
し
た
が
、
当
初
の
予
算
内
で
実
施

で
き
た
。

（
イ
）
当
協
会
の
名
義
使
用
（
２
件
）

　

１
件
は
、ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー

ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
３
で
、
使
用
名
義
は
「
共
催
」

で
あ
る
。
会
期
は
、
11
月
15
日
～
17
日
の
３
日
間
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　

２
件
目
は
、
株
式
会
社
ビ
ル
経
営
研
究
所
が
主
催

す
る
第
25
回
不
動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
で
、

使
用
名
義
は
「
後
援
」
で
あ
る
。
会
期
は
11
月
15
日

～
17
日
の
３
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
、
ビ

ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

と
同
時
開
催
と
な
る
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
森
井
副
委
員
長

（
ア
）
労
働
安
全
衛
生
大
会
開
催
及
び
大
会
宣
言

　

今
年
の
労
働
安
全
衛
生
大
会
は
、
10
月
13
日
14
時

～
16
時
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
開
催
す
る
。

業
界
の
内
外
に
広
く
「
労
働
災
害
撲
滅
」
を
訴
え
、

協
会
一
丸
と
な
っ
た
姿
勢
を
表
す
た
め
、
改
め
て
理

事
、
監
事
の
皆
様
に
大
会
へ
の
ご
出
席
を
お
願
い
し

た
い
。

　

大
会
開
催
に
当
た
っ
て
の
「
大
会
宣
言
」
は
、
今

年
度
か
ら
５
年
間
に
わ
た
る
東
京
労
働
局
の
「
第
14

次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
が
開
始
し
た
こ
と
を
中
心

に
ま
と
め
た
。
計
画
の
中
で
、
第
三
次
産
業
は
労
働

災
害
が
多
い
業
種
と
さ
れ
て
お
り
、
以
前
か
ら
の
問

題
で
あ
る
転
倒
に
加
え
て
、
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
や
化
学
物
質
の
取
扱
い
な
ど
に
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
織
り
込
ん
だ
。

（
イ
）
東
京
都
最
低
賃
金
の
引
上
げ

　

今
年
の
最
低
賃
金
額
の
改
正
が
決
定
し
、
東
京
労

働
局
よ
り
周
知
さ
れ
た
。
東
京
都
で
は
10
月
１
日
よ

り
、
現
行
の
１
０
７
２
円
か
ら
今
ま
で
で
最
高
の
伸

び
で
あ
る
41
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
１
１
１
３
円
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
ウ
）
２
つ
の
法
改
正
か
ら
『
働
き
続
け
る
』
を
考

え
る
セ
ミ
ナ
ー
実
施
報
告

　

８
月
２
日
に
来
年
４
月
か
ら
の
２
つ
の
法
改
正
を

テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
第
一
部
で

は
、
雇
用
契
約
の
際
に
明
示
す
べ
き
労
働
条
件
の
事

項
が
追
加
さ
れ
る
件
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
詳
し
く

解
説
い
た
だ
い
た
。
第
二
部
で
は
、
障
害
者
法
定
雇

用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、
障
が
い
者

雇
用
の
優
良
な
取
組
み
を
行
う
企
業
と
し
て
、
東
京

都
か
ら
表
彰
を
受
け
た
企
業
の
担
当
者
に
、
雇
い
入

れ
か
ら
定
着
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。

全
く
異
な
る
２
つ
の
内
容
を
１
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
取

り
上
げ
る
こ
れ
ま
で
に
な
い
企
画
だ
っ
た
が
、
参
加

者
か
ら
は
、
思
い
が
け
な
い
発
見
が
あ
っ
た
と
い
う

声
を
複
数
い
た
だ
い
た
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
小
茅
委
員
長

（
ア
）
第
21
回
日
帰
り
バ
ス
旅
行
の
開
催

　

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
バ
ス
旅
行
を
３
年
ぶ

り
に
再
開
す
る
。
今
回
は
、
幅
広
い
層
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
山
梨
の
ブ
ド
ウ
狩
り
を
中
心
と
し
た

コ
ー
ス
を
用
意
し
た
。
10
月
21
日
の
開
催
で
あ
る
。

社
員
の
方
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
い
た
だ

き
た
い
。

（
イ
）
第
２
０
８
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催　
　
　
　

　
第
２
０
８
回
の
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
今
年
度
２
回
目

の
開
催
で
あ
る
。
10
月
25
日
に
龍
ヶ
崎
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
で
開
催
す
る
。
プ
レ
ー
後
も
参
加
者
の
皆
様

に
交
流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
コ
ロ
ナ
禍

前
の
よ
う
に
懇
親
会
を
伴
う
形
式
で
の
表
彰
式
を
予

定
し
て
い
る
。

（
ウ
）
第
７
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

　

第
７
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
11
月
10
日
に
王

子
の
サ
ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
で
開
催
す
る
。
今
年
は

人
数
や
懇
親
会
な
ど
の
行
事
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
、

幅
広
い
層
の
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
た
の
で
、
他
の
会
員
企
業
の
皆
様

と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
社
員

の
方
々
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用
い
た
だ
き
た

い
。
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エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

（
ア
）
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施

　

毎
年
東
京
都
財
務
局
と
行
っ
て
い
る
意
見
交
換
会

は
、
今
回
は
７
月
６
日
に
実
施
し
た
。
協
会
か
ら
は

官
公
庁
契
約
小
委
員
会
の
委
員
が
出
席
し
、
東
京
都

か
ら
は
契
約
第
二
課
長
や
契
約
調
整
担
当
課
長
な
ど

が
出
席
し
た
。

　

例
年
と
変
わ
っ
た
点
は
、
障
害
者
雇
用
率
の
変
更

に
つ
い
て
で
あ
る
。
東
京
都
入
札
資
格
審
査
で
の
配

点
項
目
で
あ
る
障
害
者
雇
用
率
に
つ
い
て
、
申
請
時

点
で
の
雇
用
率
で
は
一
時
的
に
下
が
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
た
め
年
間
平
均
等
で
の
算
出
を
要
望
し
た
と

こ
ろ
、
都
か
ら
は
、
障
害
者
雇
用
率
の
変
更
申
請
は

可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
資
格
審
査
で
の
点
数
変

更
も
行
わ
れ
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
会
員
に
も
周
知
し
た
。

（
イ
）
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　

　

10
月
25
日
に
「
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー

～
ソ
フ
ト
導
入
無
し
で
法
令
順
守
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
～
」
を
実
施
す
る
。
来
年
１
月
の
義
務
化
に
向

け
て
各
社
と
も
準
備
し
て
い
る
と
思
う
が
、
新
た
な

ソ
フ
ト
を
導
入
し
な
い
で
対
応
す
る
場
合
の
注
意
点

等
に
つ
い
て
、
税
理
士
の
白
井
氏
に
ご
講
演
を
い
た

だ
く
。
現
在
募
集
中
で
あ
り
、
興
味
の
あ
る
会
社
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

オ　
広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

〇　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
へ
の
採
用
支
援
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催

　

11
月
17
日
に
協
会
が
運
営
し
て
い
る
求
人
サ
イ
ト

「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」
の
利
用
促
進
を
中

心
と
し
た
採
用
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
求
人
サ
イ
ト
の
運
営
を
委
託
し
て
い
る

賛
助
会
員
の
株
式
会
社
ア
イ
デ
ム
を
講
師
と
し
て
招

き
、
求
人
サ
イ
ト
の
効
果
的
な
利
用
方
法
を
中
心
に
、

求
職
者
市
場
の
動
向
や
採
用
の
コ
ツ
等
を
講
演
い
た

だ
く
。
9
月
６
日
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
の
で
、
各

社
の
採
用
担
当
者
の
方
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

カ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
向
山
委
員
長

〇　
今
だ
か
ら
こ
そ
！
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
等

　

９
月
15
日
に「
今
だ
か
ら
こ
そ
！
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
」
セ
ミ
ナ
ー
に
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
方
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ミ
ス
を
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
で
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る
講
習
会

で
あ
る
。
建
築
物
保
全
委
員
会
は
様
々
な
教
育
研
修

を
行
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
専
門
的
・
技
術
的

な
テ
ー
マ
で
あ
る
た
め
、
今
回
は
技
術
的
な
分
野
以

外
も
勉
強
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

建
築
物
保
全
だ
け
で
は
な
く
て
、
清
掃
や
警
備
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
に
役
立
つ
と
思
う
。
会

員
は
無
料
な
た
め
、
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

　

ほ
か
に
、
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
で
は
、
毎
年

大
阪
協
会
と
情
報
交
換
会
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は

東
京
が
大
阪
に
行
く
年
で
あ
る
。
大
阪
協
会
か
ら
は
、

ス
マ
ー
ト
ビ
ル
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
い
う
要
請

が
あ
っ
た
た
め
、
株
式
会
社
竹
中
工
務
店
の
自
社
ビ

ル
で
20
年
経
っ
た
ビ
ル
を
ス
マ
ー
ト
化
し
た
事
例
を

勉
強
し
て
き
た
。
こ
の
情
報
を
基
に
、
11
月
27
日
に

情
報
交
換
を
行
う
。

キ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

（
ア
）
令
和
５
年
度 

都
立
知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

清
掃
技
能
検
定
に
係
る
審
査
員
講
習
会
講
師
及
び
審

査
員
の
派
遣

　

東
京
都
教
育
庁
指
導
部
よ
り
、
審
査
員
及
び
指
導

者
講
習
会
講
師
と
審
査
員
の
派
遣
依
頼
が
あ
っ
た
。

８
月
３
日
・
４
日
に
清
掃
技
能
検
定
を
集
合
開
催
し
、

審
査
員
と
し
て
委
員
４
名
を
派
遣
し
た
。
ま
た
、
９

月
か
ら
来
年
２
月
に
か
け
、
５
校
で
清
掃
検
定
を
７

回
開
催
し
、
審
査
員
と
し
て
委
員
５
名
を
派
遣
す
る
。

　

８
月
22
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
審
査

員
講
習
会
、
指
導
者
講
習
会
で
は
、
講
師
と
し
て
委

員
8
名
を
派
遣
、
中
学
校
教
員
に
対
し
清
掃
の
知
識

に
関
す
る
こ
と
を
基
礎
編
、
実
践
編
と
し
て
指
導
し

た
。
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（
イ
）
夏
休
み
企
業
見
学
会
の
実
施

　

特
別
支
援
学
校
保
護
者
及
び
生
徒
に
、
実
際
の
ビ

ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本
株
式
会
社
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
８
月
22
日
に
「
夏
休
み
企
業
見
学
会
」

を
開
催
し
た
。
特
別
支
援
学
校
４
校
か
ら
保
護
者
・

生
徒
18
名
が
参
加
し
、
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
の

講
演
や
資
機
材
の
操
作
を
体
験
し
た
。
保
護
者
か
ら

は
、「
資
機
材
の
予
想
以
上
の
進
歩
に
驚
い
た
」「
資

格
取
得
な
ど
、
明
確
な
目
標
を
持
っ
て
長
く
働
け
そ

う
な
職
業
だ
と
思
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
大

き
な
満
足
を
与
え
る
見
学
会
で
あ
っ
た
。

（
３
）
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
相
談
役
と
の
意
見
交
換
会

　

７
月
18
日
に
上
野
東
天
紅
で
相
談
役
と
の
意
見
交

換
会
を
実
施
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
形
で
意
見
交
換
会
を
実
施
し
た
の
は
４
年
ぶ
り
で

あ
る
。
当
日
は
、
狩
野
最
高
相
談
役
に
加
え
西
道
相

談
役
、
原
田
相
談
役
が
ご
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、
協
会

三
役
全
員
が
出
席
し
た
。

イ　
主
な
出
来
事
（
７
・
８
月
）

７
月
４
日	

三
役
会
、
第
１
３
０
回
理
事
会
、
役
員
・

	

委
員
の
集
い
な
ど

	

（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

　
　

12
日	

全
国
協
会
総
会
に
向
け
た
東
京
協
会
選

出
の
全
協
代
議
員
会
議

	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

	

東
京
防
災
救
急
協
会
等
に
よ
る
合
同
防

災
懇
談
会

　
　

18
日	

相
談
役
と
の
意
見
交
換
会

　
　

27
日	

全
国
協
会
定
時
総
会

	

建
築
物
管
理
訓
練
セ
ン
タ
ー
創
立
50
周

年
記
念
式
典

８
月
９
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議　
　
　
　
　

　
　

22
日	

地
区
本
部
長
会
議

　
　

23
日	

全
国
協
会
役
員
・
執
行
委
員
等
勉
強
会

ウ　
今
後
の
予
定

10
月
３
日	

三
役
会

　
　

13
日	

労
働
安
全
衛
生
大
会

　
　

27
日
～
11
月
１
日

	

海
外
研
修
視
察
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

11
月
７
日	

三
役
会
、
第
１
３
２
回
理
事
会

　
　

15
日
～
17
日

	

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア

	
（
会
場
：
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

12
月
５
日	
三
役
会

令
和
６
年

１
月
12
日	

三
役
会
、
第
１
３
３
回
理
事
会
、
新
年

賀
詞
交
歓
会

	

（
会
場
：
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

エ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
１
社
、
賛
助
会
員
69
社

　
（
９
月
１
日
現
在
）

４　
そ
の
他

（
１
）
そ
の
他
（
追
加
議
案
：
第
３
号
議
案
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

〇　
労
務
管
理
委
員
会
委
員
長
の
選
任
に
つ
い
て　

　

労
務
管
理
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
島
田
四
郎
氏

が
急
遽
理
事
を
退
任
さ
れ
た
た
め
、
早
急
に
後
任
の

委
員
長
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
る
。
10
月
上
旬
ま
で

の
間
に
書
面
審
議
の
形
で
議
決
を
お
願
い
し
た
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
。

≲
追
加
議
案
≳

　

こ
こ
で
労
務
管
理
委
員
会
担
当
副
会
長
で
あ
る
梶

山
副
会
長
よ
り
、
現
在
同
委
員
会
副
委
員
長
を
務
め

る
森
井
理
事
の
選
任
を
こ
の
場
で
行
う
旨
の
動
議
が

提
出
さ
れ
、
こ
れ
に
賛
成
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
森
井
理
事
が
労
務
管

理
委
員
会
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
。
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社
会
の
主
な

出
来
事

７
・
14	

秋
田
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
場
で

爆
発
が
発
生

７
・
15	

秋
田
で
記
録
的
な
大
雨
、
河
川
の
氾
濫

が
相
次
ぐ

７
・
16	

英
国
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
加
盟
を
正
式
に
承
認

７
・
17	

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
穀
物
輸
出
協
定
延
長
を

ロ
シ
ア
が
反
対
通
告

７
・
18	

中
国
不
動
産
大
手
の
恒
大
集
団
が
負
債

総
額
47
兆
円
の
決
算
発
表

７
・
19	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
誤
登
録
問
題
で
個
人
情

報
保
護
委
員
会
が
デ
ジ
タ
ル
庁
に
立
ち

入
り
検
査
を
開
始

７
・
20	

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
黒
海
沿
岸
の
穀

物
拠
点
を
集
中
攻
撃

７
・
21	

中
国
が
日
本
の
水
産
物
へ
放
射
性
物
質

検
査
を
強
化

７
・
22	

関
東
甲
信
の
梅
雨
明
け
を
気
象
庁
が

発
表

７
・
23	

大
相
撲
名
古
屋
場
所
で
関
脇
豊
昇
龍
が

初
優
勝

７
・
24	

山
手
線
が
信
号
ト
ラ
ブ
ル
で
始
発
か
ら

４
時
間
半
運
転
見
合
わ
せ

７
・
25	

中
古
車
販
売
大
手
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
の

社
長
が
保
険
金
不
正
請
求
問
題
で
辞
任

を
発
表

７
・
26	

日
本
人
の
人
口
が
全
都
道
府
県
で
減
少

調
査
開
始
後
初

７
・
27	

米
F
R
B
が
再
び
0.

25
％
の
利
上
げ
を

決
定

７
・
28	

日
銀
が
大
規
模
金
融
緩
和
の
修
正
を

決
定

７
・
29	

隅
田
川
花
火
大
会
が
４
年
ぶ
り
に
開
催

７
・
30	

御
嶽
山
山
頂
付
近
の
立
ち
入
り
規
制
が

噴
火
災
害
以
来
9
年
ぶ
り
に
緩
和

７
・
31	

女
子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本

が
３
戦
全
勝
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

８
・
1	

東
京
都
23
区
の
区
民
税
の
控
除
が
8
2
6

　
　
　
　

億
を
超
え
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
過
去
最
多

８
・
2	
格
付
け
会
社
が
米
国
債
を
12
年
ぶ
り
に

格
下
げ

８
・
3	

軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
た
ア
フ
リ
カ

西
部
ニ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら
邦
人
8
人
退
避

８
・
4	

国
連
人
権
理
事
会
の
作
業
部
会
が
ジ
ャ

ニ
ー
喜
多
川
氏
の
性
加
害
問
題
で
声
明

を
発
表

８
・
5	

女
子
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本

が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
破
り
ベ
ス
ト
8
進
出

８
・
6	

埼
玉
県
知
事
選
で
現
職
の
大
野
元

裕
氏
が
再
選

８
・
7	

国
立
科
学
博
物
館
が
寄
付
を
募
る
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
開
設
初
日
で
目

標
の
1
億
円
達
成

８
・
8	

７
月
の
世
界
平
均
気
温
が
観
測
史
上
最
高

８
・
9	

米
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ
島
で
大
規
模
な
山

火
事
が
発
生

８
・
10	

中
国
が
日
本
へ
の
団
体
旅
行
を
解
禁

８
・
11	

日
米
豪
印
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
沖
で
共

同
訓
練
を
開
始

８
・
12	

徳
島
市
の
阿
波
踊
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
幕

８
・
13	

米
ハ
ワ
イ
・
マ
ウ
イ
島
で
の
山
火
事
が

過
去
1
0
0
年
米
国
の
山
火
事
の
な
か

で
最
多
の
死
者
数
を
記
録

８
・
14	

台
湾
副
総
統
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問

８
・
15	

台
風
7
号
が
近
畿
地
方
を
縦
断
し
新
幹

線
な
ど
が
運
休

８
・
16	

米
ハ
ワ
イ
州
マ
ウ
イ
島
で
起
き
た
大

規
模
な
山
火
事
で
住
民
が
電
力
会
社

を
提
訴

８
・
17	

無
形
民
俗
文
化
財
「
上
げ
馬
神
事
」
に

三
重
県
教
育
委
員
会
が
改
善
促
す
勧
告

８
・
18	

中
国
不
動
産
大
手
の
中
国
恒
大
集
団
が

米
で
破
産
法
申
請

８
・
19	

日
米
韓
首
脳
会
談
が
米
ワ
シ
ン
ト
ン
で

開
催

８
・
20	

パ
チ
ン
コ
店
の
立
体
駐
車
場
で
車

1
0
0
台
以
上
が
燃
え
る
火
災
発
生

８
・
21	

岸
田
首
相
が
原
発
処
理
水
の
海
洋
放
出

を
め
ぐ
り
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
ら
と
面
会

８
・
22	

新
興
5
カ
国
B
R
I
C
S
首
脳
会
議

が
4
年
ぶ
り
対
面
開
催

８
・
23	

第
１
０
５
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
で
神
奈
川
代
表
の
慶
応
高
校
が
１
０

７
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝

８
・
24	

福
島
第
1
原
発
の
処
理
水
放
出
を
開
始

８
・
25	
中
国
が
日
本
の
水
産
物
の
加
工
、
調
達
、

販
売
の
禁
止
を
発
表

８
・
26	

世
界
陸
上
女
子
や
り
投
げ
で
北
口
榛
花

選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

８
・
27	

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
男
子
日
本
代
表
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に

歴
史
的
勝
利

８
・
28	

原
発
処
理
水
放
出
の
抗
議
行
動
に
よ
り

外
務
省
が
中
国
渡
航
・
滞
在
邦
人
へ
注

意
喚
起

８
・
29	

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合

で
国
内
14
工
場
が
稼
働
停
止

８
・
30	

国
内
の
金
１
グ
ラ
ム
あ
た
り
店
頭
小
売

価
格
が
初
の
1
万
円
突
破

８
・
31	

そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
が
西
武
池
袋

本
店
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施

９
・
１	

国
際
卓
越
大
の
認
定
候
補
に
東
北
大
を

選
定

９
・
２	

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
日
本
が
パ
リ
五
輪
出
場
権

を
獲
得

９
・
３	

立
川
市
長
選
挙
で
無
所
属
の
酒
井
大
史

氏
が
初
当
選

９
・
４	

港
区
が
区
立
中
学
校
の
修
学
旅
行
の

海
外
で
の
実
施
を
発
表

９
・
５	

大
阪
I
R
「
2
0
3
0
年
秋
」
開
業
協

定
案
を
大
阪
府
・
市
が
承
認

９
・
６	

広
島
市
の
給
食
調
理
会
社
が
経
営
難
で

給
食
提
供
を
突
如
停
止

９
・
７	

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
が
性
加
害
問
題
に

つ
い
て
会
見
を
開
き
社
長
交
代
を
発
表

９
・
８	

台
風
13
号
の
影
響
で
千
葉
、
茨
城
で
記

録
的
大
雨

９
・
９	

モ
ロ
ッ
コ
中
部
で
Ｍ
６
・
８
の
地
震
が

発
生

９
・
10	

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
が
首
脳
宣
言
採
択
し

閉
幕

９
・
11	

都
立
高
の
男
女
別
定
員
を
来
春
入
試
か

ら
廃
止
決
定

９
・
12	

リ
ビ
ア
東
部
で
大
規
模
な
洪
水
被
害
が

発
生
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東
京
メ
ト
ロ
日
比
谷
線
小

伝
馬
町
駅
４
番
出
口
を
出
る

と
、
す
ぐ
に
碑
が
建
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
石
碑
に
は
石
町
時
の

鐘
、
伝
馬
町
牢
屋
敷
跡
、
吉
田

松
陰
先
生
終
焉
の
地
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
橋
小
伝
馬
町
の

周
り
に
は
岩
本
町
、
日

本
橋
大
伝
馬
町
、
日
本

橋
馬
喰
町
、
日
本
橋
本

町
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
中
央
区
十
思

ス
ク
エ
ア
へ
向
か
う
と

す
ぐ
に
お
寺
を
発
見
。

大
安
楽
寺
と
い
う
お
寺

だ
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
塀
の
間
に

江
戸
伝
馬
町
処
刑
場
跡

の
碑
が
あ
り
ま
す
。
伝

馬
町
牢
屋
敷
の
跡
地
で
、

境
内
に
は
処
刑
場
が
あ

っ
た
と
さ
れ
、
延
命
地

蔵
尊
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

道
路
を
挟
ん
で
、
向

か
い
側
の
十
思
公
園
の

角
に
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
出
口
が
あ
り
ま
す
。

▲

住所　東京都中央区日本橋小伝馬町5-1

七十二

中
央
区
十

じ

っ

思し

ス
ク
エ
ア
（
旧
中
央
区
立
十
思
小
学
校
）

文
・
写
真
：
松
原　

雅
人

東
京
都
選
定
歴
史
的
建
造
物
を
訪
れ
て

東
京
都
で
は
、
景
観
条
例
に
基
づ
き
、
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
建
造
物
の
う
ち

景
観
上
重
要
な
建
物
を
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
選
定
し
ま
す
。

令
和
元
年
5
月
24
日
現
在
、
96
件
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
景
観
条
例
第
二
十
二
条

一
．
東
京
の
歴
史
及
び
文
化
を
特
徴
付
け
て
い
る
も
の

二
．
地
域
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
も
の

三
．
多
く
の
都
民
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
個
性
を
形
成
す
る
核
と
な
っ
て
い
る
も
の
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読 者 投 稿

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
に
十
思
公
園
の
案
内
看
板
が
あ
り
、
吉

田
松
陰
先
生
が
こ
こ
で
終
焉
し
た
と
の
碑
を
見
学
。

　

安
政
元
年
に
下
田
か
ら
米
船
に
乗
り
込
も
う
と
し
て
失
敗
、

伝
馬
町
獄
送
り
に
な
り
、
安
政
六
年
に
処
刑
さ
れ
享
年
30
歳

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
他
に
も
三
味
線
の
杵
屋
勝
三
郎
歴
代
の

記
念
碑
や
、
牢
屋
敷
出
土
石
垣
説
明
板
、
時
の
鐘
、
忠
魂
碑
等
、

十
思
公
園
は
な
ん
と
も
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
十
思
小
学
校
は
明
治
11
年
に
開
校
。
関
東
大
震
災
の
復
興
期
、
設
計
者
は
東
京

市
で
昭
和
３
年
（
１
９
２
８
年
）
に
建
築
、
耐
震
・
耐
火
性
の
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
３
階
建
て
の
校
舎
と
し
て
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
さ
せ
た
玄
関
、

ア
ー
チ
窓
で
ア
ー
バ
ン
デ
サ
イ
ン
の
優
れ
た
建
築
物
だ
そ
う
で
す
。

　

平
成
２
年
３
月
に
廃
校
後
、
平
成
13
年
か
ら
は
区
の
複
合
施
設
「
中
央
区
十
思

ス
ク
エ
ア
」
と
し
て
改
修
・
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
思
と
は
、小
学
校
開
校
時
の
所
在
区
画
「
十
四
」
と
同
音
で
あ
る
、中
国
の
「
十

思
之
疏
」
の
わ
き
ま
え
る
10
カ
条
に
ち
な
ん
で
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

馬
喰
町
に
入
る
直
前
で
、
調
理
パ
ン

の
お
店
を
発
見
。
焼
き
そ
ば
と
た
ま
ご

の
ハ
ー
フ
ア
ン
ド
ハ
ー
フ
、
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
日
本

橋
小
伝
馬
町
内

を
歩
い
て
い
る

と
、
隣
は
日
本

橋
大
伝
馬
町
、

な
る
ほ
ど
小
伝

馬
町
が
あ
る
な

ら
大
伝
馬
町
が

あ
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
。

　

散
策
す
る
と

古
い
建
物
を
発

見
、
日
本
橋
消

防
署
堀
留
出
張

所
。
３
階
建
て

の
高
架
水
槽
は

最
近
見
ま
せ
ん
。

　

ほ
か
に
も
、
史
跡
や
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
ベ
ン
チ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

訪
れ
て
見
て
は
い
か
が
で
す
か
。

時の鐘

吉田松陰先生の碑

伝馬町牢屋敷跡出土
石垣説明板

忠魂碑　表魂碑　
平和之碑石碑　献燈

都選定歴史的建造物の
プレート

杵屋勝三郎の碑　歴代記念碑
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ひ
ざ
を
曲
げ
る
と
い
う
動
作
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
ひ
ざ
関
節
だ
け
が
曲

が
る
の
で
は
な
く
股
関
節
や
足
首
も
同

時
に
曲
が
り
ま
す
ね
。
も
し
股
関
節
が

硬
く
て
曲
が
り
に
く
け
れ
ば
、
そ
の
動

き
を
ひ
ざ
が
補
う
た
め
、
ひ
ざ
関
節
に

大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
股
関
節
の
硬
さ
や
弱
り
は
ひ

ざ
の
動
き
に
影
響
を
与
え
る
の
で
、
ひ

ざ
痛
の
予
防
改
善
に
は
股
関
節
の
動
き

を
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
股
関
節
が
硬
い
方
は
股

関
節
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
を
嫌
う
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、

股
関
節
が
硬
い
と
思
う
方
で
も
で
き
る

簡
単
な
股
関
節
ほ
ぐ
し
の
体
操
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

Let’s
try

股
関
節
ほ
ぐ
し

ひ
ざ
ち
ゃ
ん
体
操 

８

明日のための
健 康 習 慣
Vol.18

協力
（公財）健康・体力づくり事業財団

監修

健康運動指導士
健康経営エキスパートアドバイザー
東海大学体育学部体育学科卒 
生活習慣病、介護、ロコモの予防改善を
中心に、講演や運動指導を行っている。
人生の最後まで、自分の足で歩くことを
目的とした「ケア･ ウォーキング ®」「ひ
ざちゃん体操」などを考案。

『黒田式　ケア・ウォーキング』合同出版

黒田恵美子先生

1 ゆるゆる前屈 20 回

お尻の下に座布団などを入れて
少し高くし、脚を前に伸ばして
床に座ります。

足の付け根を指先で押さえて、胸を張ったままおへそを少し前に倒
すように、ほんの軽い前屈を繰り返します。息を吐いて、ふ、ふっ
と呼吸に合わせて行います。20 回くらい。

そのあとで、両手を斜め後ろについて、背筋を伸ばしたまま２０秒
くらいキープします。ももの裏側が伸びているのが感じられるとこ
ろで止めるようにしましょう。

　
前
屈
の
動
作
は
も
も
の
後
ろ
側

や
ひ
ざ
裏
、
ふ
く
ら
は
ぎ
を
伸
ば

し
、
ひ
ざ
痛
の
予
防
改
善
に
効
果

的
な
も
の
で
す
。
し
か
し
な
か
な

か
難
し
い
の
は
股
関
節
が
硬
く
て

上
手
に
折
れ
曲
が
ら
な
い
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
、
だ
ま
し
だ
ま
し
軽

く
動
か
し
な
が
ら
柔
ら
か
く
す
る

方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★上半身を勢いよく倒すように
強く動かさないこと。ほんの
少しの角度で良いのでおへそ
を前に出すようにします。
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まと めて…
　健康のために行う前屈や開脚のストレッチは、どのくら
い身体を倒せるかが目的ではありません。動かしやすく、
自分なりの可動域を広げられることが目的です。錆びた股
関節に油を差すという意識を持って体操しましょう。

　本コーナーはビルメンテナンス業に関わる従
事者や管理者に対し、労働災害防止のための労
務管理を促進するため、不定期連載として掲載
しております。日々のご自身の健康管理や自社
従業員への健康啓発にご活用ください。

2

3

椅子でゆるゆる開脚 20 ～ 30 回

ゆるゆる開脚 20 ～ 30 回

足先を付けたまま、内へ外へとゆるゆる動かし続けま
す。どちらかに動きにくいのがわかったら、その方向
へは意識してしっかり動かすようにしましょう。左右、
20 ～ 30 回ずつ行います。

椅子に腰かけて、脚を開
きます。右脚のつけ根に
両手の指先を当てます。

お尻の下に座布団などを入れて少し高くし、
脚を開いて、右脚のつけ根に両手の指先を当
てます。

脚の付け根から内、外、と回転さ
せるように２０～３０回動かしま
す。左右それぞれ行います。

そのあとで、手を斜め後ろについて前屈してみると、
少し倒れやすくなったりももの内側が伸びるのが感じ
られたりします。おへそを前に出すようにして、２０
秒くらいキープしましょう。

　
脚
を
横
へ
開
く
の
は
も
も
の
内
側
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に

な
り
ま
す
が
、
開
脚
の
動
作
が
苦
手
な
方
は
多
い
も
の

で
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
椅
子
に
腰
か
け
て
股
関
節
を
ゆ

る
く
動
か
し
な
が
ら
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
度
は
、
床
に
座
っ
て

股
関
節
を
ゆ
る
く
動
か
し

な
が
ら
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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文：相談員　建築物環境衛生管理技術者　松原雅人

なんでも
　  相 談
コーナー

●石井 泰幸 氏　税理士
●江村 利明 氏　弁護士
●金丸 大二 氏　特定社会保険労務士、就業規則、給与計算等
●北山 克己 氏　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士　ビル清掃、病院清掃など清掃全般
●坂 康夫 氏
　技術士、経営工学・品質管理
●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士、POP広告、経営、マーケティング・コンサルティング
●松原 雅人 氏
　建築物環境衛生管理技術者、第一種電気工事士、一級ボイラー技士など
　設備管理全般

経営等に関するさまざまな
相談を受け付けております。

e-mail : pr@tokyo-bm.or.jp まで

相談員のご紹介（五十音順）

　経済産業省より脱炭素・省エネ「ネット・ゼロ・
エネルギー・ビル実証事業」が2012年に開始され、
2030年までに新築建築物でZEB（Net Zero Energy 
Building）を実現することが政策目標とされた。そ
してスマートシティの推進が行われ、東京都において
もスマートシティの推進にデータ活用やスマートビ
ルの構築、ロボティクスやモビリティ、AR、VR、
５G、ドローン活用の実証実験が開始された。
　なお、スマートビルに対して業界の共通理解とな
る定義はいまだに存在していないが、スマートビル
ガイドラインではスマートビルについて次の機能を
全て有するビルと記載されている。

1 ビル内外のアセットを組み合わせて提供可能な
機能を拡張し、新たなサービス創出や追加を行
う。

2 抽象化されたアセットを基にサイバーフィジカ
ルシステムを実現し、データドリブンな制御を
可能とする。

3 ビル間協調を典型とした外部アセットとの連携
により、街の構成要素としてより広域にサービ
スを提供可能にし、多くの関係者に継続的な価
値向上をもたらす。

  （※1 アセットとは　価値を持ちうる物理的、電

子的な資産の総称、スマートビルでは各種機
器、センサ、土地や部屋等の空間、システム、ファ
イル、データ、さらに関わる人や、人から取得
したデータなどを含めて広く言い表す。）

  （※2 サイバーフィジカルシステムとは、実世界
（フィジカル空間）にある多様なデータをセン
サネットワーク等で収集しサイバー空間で大規
模処理技術等を駆使して分析／知識化を行う。）

  （※3 データドリブンとは、散在するデータを収
集し解析・分析し行動・活用する。）

　スマートビルの活用例としては、①ビルの利用者
の情報やデバイスといった外部アセットとビルが持
つ機能や機器といった内部アセットを組み合わせて
興味を持ったサービスを提供することなどで集客効
果を図る。②炭素排出量を細かくリアルタイムで
収集することで、省エネ意識をビルユーザーや来訪
者に理解を得ると共にオーナー・投資家などへの判
断材料とすることなどが示されている。

　今後、ビル分野においてスマートビルを具体化さ
せることで従来からのビル管理運営業務の効率化
と、新しい産業構造の形成、多様人材の活用、省
人化へ持続可能性の実現が求められる。

※1

※2 ※3

スマートビルとは
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（掲載料無料）

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください。

▲

製品情報募集
（掲載料無料）

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

Recommended Productsおすすめ
製品コーナー

アルゴ株式会社
TEL：03-5972-1213　HP：http://www.argo-osk.co.jp

製品仕様、概要

その他

本製品は倉庫、工場、厨房等のコンクリート床等のひび
割れを短時間で補修できる製品です。
長時間場所を占有しませんので例えば昼休憩時間等に
施工作業が可能です。
色は一般的なグレーと食品工場等の床に対応可能な
グリーンの二種を用意しております。
施工方法に関して動画を用意しておりますので
ご覧ください。

①硬化時間が従来の製品に比べ短い（外気温 20度時、約35分）。
②カートリッジ内に主剤と硬化剤２液が入る特殊容器を採用市販
のコーキングガンで使用可能。

③使い切りコンパクト設計。
④低臭気仕様で匂いが気になる場所での使用が可能。

木材補修に対応したタフロンウッドシリーズもご用意しておりま
すのでお困りの際はお問い合わせください。

床補修剤

タフロン ハイブリッドＧⅢ
硬化が速く、短時間での現場復帰
が可能。低臭気で厨房、食品工場
などに最適。
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ご
案
内
済
み
一
覧

告  知  板

８
月
４
日

【 

協
　
会 

】

 

● 

令
和
5
年
度
労
働
安
全
衛
生
大
会

 

● 

講
習
会   

現
場
管
理
者
向
け
非
常
時
対
応
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

 

● 

セ
ミ
ナ
ー　

 

　

  

⑴ 

義
務
化
直
前
！
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法

　
　

   （
Z
o
o
m
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
併
用
）

　

  

⑵ 

今
だ
か
ら
こ
そ
！
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

　

  

⑶ 

障
が
い
の
あ
る
社
員
へ
の
分
か
り
や
す
い
伝
え
方

　
　

   （
実
践
セ
ミ
ナ
ー
）

 
● 

第
2
0
8
回
ゴ
ル
フ
大
会

 
● 
第
21
回
日
帰
り
バ
ス
旅
行

 
● 
賛
助
会
員
製
品
等
ご
紹
介
チ
ラ
シ

 

● 
令
和
5
・
6
年
度 

委
員
会
等
の
組
織
一
覧

 

● 

広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」

 　
（
2
0
2
3
年
8
・
9
月
合
併
号
）

【 

そ
の
他
団
体
よ
り 
】

 

● 

電
気
の
子
メ
ー
タ
ー
の
有
効
期
限
に
つ
い
て

　

  　
　
　
　
　
　

 

関
東
地
区
証
明
用
電
気
計
器
対
策
委
員
会

 

● 「
求
職
者
情
報
」
の
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

都
立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

９
月
７
日

【 

協
　
会 

】

 

● 

講
習
会
の
受
付
方
法
変
更
に
つ
い
て

 

● 

講
習
会   

　

  

⑴ 

品
質
評
価
法
講
習 

〜
応
用
編
〜

 　

 

⑵ 

初
め
て
の
ポ
リ
ッ
シ
ャ
ー
講
習

　

  

⑶ 

初
心
者
向
け
防
火
防
災
の
基
礎

　

  

⑷ 

安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

 

● 

セ
ミ
ナ
ー

 　

 

⑴ 

義
務
化
直
前
！
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法

　
　

  （
Z
o
o
m
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
併
用
）

　

  

⑵ 

今
だ
か
ら
こ
そ
！
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

 

● 

厚
生
事
業

　

  

⑴ 

第
21
回
日
帰
り
バ
ス
旅
行

	
  

⑵ 

第
2
0
8
回
ゴ
ル
フ
大
会

	
  

⑶ 

第
7
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

 

● 

賛
助
会
員
製
品
等
ご
紹
介
チ
ラ
シ

　
【 

そ
の
他
団
体
よ
り 

】

 

● 

防
火
管
理
者
の
選
任
及
び
防
火
防
災
管
理
業
務
の
実
施
に

     

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
京
消
防
庁

 

● 「
求
職
者
情
報
」
の
ご
案
内

　

  （
1
）
東
京
都
立
城
南
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー 

大
田
校

　

  （
2
）
埼
玉
県
立
川
口
高
等
技
術
専
門
校

各会員企業様の最新情報につきましては、10月1日発行の

「令和５年度　会員名簿」にてご確認ください。
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昨
年
2
月
か
ら
続
い
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
を
受
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
多
く
の
子
供

た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
民
は
常

に
緊
張
の
中
で
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
で
は

7
月
21
日
か
ら
7
月
23
日
に
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
子
供
た
ち
に
秋
田
の
夏
休
み
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
、
指
定
管
理
を
任

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
秋
田
県
湯
沢
市
の
秋

の
宮
山
荘
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
「
秋
田
の
自
然
に
触
れ

て
、
悲
し
い
こ
と
辛
い
こ
と
を
一
時
で
も
忘
れ

て
、
思
い
切
り
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う

思
い
を
テ
ー
マ
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難

家
族
17
名
を
無
料
で
招
待
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
イ
ワ
ナ
の
魚
釣
り
か
ら
始
ま
り
、

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
に
て
小
町

太
鼓
の
実
演
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
稲
庭
城
見
学
の
後
、
秋
田
名
物
の

稲
庭
う
ど
ん
を
食
べ
て
も
ら
い
、
西
馬
音
内

の
盆
踊
り
を
体
験
、
夜
に
は
「
夕
涼
み
会
」

と
称
し
て
近
隣
の
子
供
た
ち
も
招
待
し
、
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
、
流
し
そ
う
め
ん
、
ス
イ
カ
割
、

火
起
こ
し
体
験
、
花
火
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
交
流
を
深
め

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
湯
沢

市
を
は
じ
め
と
し
て
沢
山
の
地
元
の
方
に
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
皆
さ
ん
に
楽
し
く

過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
、
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
し
て
末

永
く
交
流
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
が
一
日
も
早
く
終
息
し
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
皆
さ
ん
が
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ　

吉
澤　

幸
夫

「写真提供：オリハ・ソトニク、NPO KRAIANY（クラヤヌィ）」
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